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「すべての　ひとが輝く　地域が輝く　～みんなで話そう　伊賀市の未来～」の実現

こどもが育つ、大人も育つ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【効果的な自治体運営】広聴広報、公共のしくみづくり、ひとづくり、行政組織、人材、広域連携、デジタル変革
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【健全な財政運営】財政運営、税収と債権、公有財産
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（１）すべてのこども、すべての人の権利を保障する （２）多様な人材が活躍できる

（３）生涯を通じ、学びや学び直しができる （４）様々な分野の担い手づくりを進める

（１）土地や資源を有効に活用し、災害や危機に備える （２）「まち」と「むら」が共生する

（３）地域経済の好循環を生み出す （４）新しい流れを力にする

（１）自治における「公共」のあり方を見直す （２）対話の場を広げ、市民参画を促進する

（３）地域力を高め、地域の課題を解決する （４）内外の多様な主体と協働する

２-４ 
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３  伊賀市がめざす「これからの公共」のイメージ 

 

 
※「民間等」とは、地域、関係団体、民間事業者、大学、専門家などの多様な主体を総称し表現しています。  
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現   状 課   題 具体的な取組 

〔産業振興〕 

⚫ 豊かな自然や歴史、伝統文化など、魅力的な地域資源がたくさん

あります。 

⚫ グローバル化、情報化の進展により地域を取り巻く経済環境が大

きく変化しています。 

⚫ 人口減少や少子高齢化が進展し、地域経済の活力低下が懸念され

ています。 

 

⚫ 地域資源（自然、歴史、文化、地場産業など）を最大限に活用する

必要があります。 

⚫ 多様な主体（市民、事業者、行政など）が業種を超えて連携し、持続

可能な産業振興を図る必要があります。 

⚫ コロナ禍以降地域の経済活動は回復傾向にありますが、物価高騰

等の影響もあり、コロナ禍前の状況までの回復には至っていませ

ん。 

 

産
業
振
興 

地域内で循環する経済を作ります 

⚫ 部内各所属が横断的に連携する（仮称）産業プロモーションプロジェクトチームを設置します。 

⚫ 多様な主体が連携、協働できるよう、伊賀市産業振興懇談会の開催を始め、地域経済に関する情報や意見の交換ができる

場を創出します。 

⚫ （仮称）産業振興計画を策定し、市内の経済循環の活性化を図ります。 

⚫ 産業振興条例の認知度を高め、その理念を広く市民に周知します。 

〔公共調達のあり方〕 

⚫ 過度の価格競争を防止するための最低制限価格の設定やスライド

条項の適切な活用のほか、総合評価方式や工事において週休２日

制を導入するなど、労働者の環境改善や地域の担い手の確保・育

成に取り組んでいます。 

 

⚫ 現状の取組が、建設工事をはじめ業務委託や指定管理者の労働に

従事している人たちの労働条件や労働環境の改善に繋がっている

か不透明です。 

公
共
調
達
の
あ
り
方 

働く人や地元事業者を豊かにするとともに、地域経済の活性化を図ります 

⚫ 関係団体等からの意見を集約し、課題等を整理したうえで、実情に応じた公契約条例を制定します。 

⚫ 条例の理念を広く周知するとともに、モニタリング等を実施し、効果的な運用を図ります。 

  

計画  

4-1 地域経済 

役   割 

市民 
（事業者や団体

などを含む） 

・買物やサービスを利用するときは、できる限り市内の事業者を選ぶよう努めます。 

・事業者は、利用者が安全に商品の購入やサービスの提供が受けられるよう努めるほか、従業員が安心して働

ける環境を提供するよう努めます。 

地域 
（住民自治協

議会） 

・地域住民への積極的な情報発信に努めます。 

・経済循環を意識した地域活動を推進します。 

 

行政 

・多様な媒体を活用し、内外への積極的な情報発信を行います。 

・市内からの公共調達に努めます。 

・各種施策の効率的な推進と、高い効果発現をめざし、部内各所属が横断的に連携する（仮称）産業プロモー

ションプロジェクトチームを設置します。 

みんなのテーマ 

こどもが育つ、 

 大人も育つ 

 循環型の地域経済を支える人材の育成に取り組みます。 

 地域経済の担い手である人材の育成支援や雇用の質の向上に取り組みます。 

 
  

持続可能なまちを 

未来に引き継ぐ 

 地域内循環、地産地消等、持続可能な産業構造の構築に取り組みます。 

 ビッグデータを活用するなど、大局的な見地から分析・検証し、地域の特性や資源に応じ

た循環構造の構築に取り組みます。 
  

つながりを結び直す 

 市民や地元の企業、行政が協力してまちづくりに取り組む体制を整えます。 

 

 

地域で循環する経済をつくる めざす姿 
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